
















33 （ 33 ）中京大学現代社会学部紀要 12-2 （2018）
奄美島唄という文化生産：
島唄の教室化をめぐって（2）



























































































































































　この唄が録音された 1959 年に、菅沼は若干 20 歳である。その当時、上
記の菅沼が参加していた唄遊びの人びとは、仮に大正元年である 1912 年
を基準にすれば、親世代は 47 歳前後という計算になる。つまり、1959 年（昭























唄者 　 生年 和暦 関係集落 伝承土壌・備考
森　タメ モ リタメ 1902 明 35 志戸桶 知られた唄者、他に我原米心、向アチャーの唄者がいる
兼　謙志 カネ ケンシ ？ 明 上嘉鉄 不明。小川学夫が唄を採集
田中　かねまつ タナカ カネマツ ？ 明 城久手 1961 に親子ラジオが収録
生駒　あっちゃ イコマ アッチャ ？ 明 城久手 1961 年に親子ラジオが収録
田端　イシ タバタ イシ ？ 明 川嶺 近隣に知られた唄者。掛け合いの名手
禎　実彦 テイ サネヒコ ？ 明 ？ 田中の兄、古い節回し歌い方で知られた
田中　かねまつ タナカ カネマツ ？ 明 ？ 禎の妹、古い節回し歌い方で知られた
山口　じろ ヤマグチ ジロ ？ 明 城久 ？
花田　ジロウ ハナダ ジロウ ？ 明 佐久手 花田は嫁ぎ先の塩道集落で知られた唄者
40 （ 40 ）
唄者 　 生年 和暦 関係集落 伝承土壌・備考
富田トラガネ トミタ トラガネ ？ 大 佐久手 富田も唄好き⇒歌手富田勝己の曾祖母
亀島　季吉 カメシマ スイキチ 1912 大 1 嘉鈍 母、叔父など身近に多くの唄者





畑　ヨシ子 ハタ ヨシコ 1939 大 14 城久手 父親唄好き。叔母が唄者。幼少より名手
嶺山　ソノ子 ミネヤマ ソノコ 1926 大 15 佐久手 母親が島唄。安田宝英と歌う島内外で活躍。公民館講座
榮田　久枝 サカエダ ヒサエ 1927 昭 2 早町 島内・島外で活躍。公民館講座講師
岩崎　恵一 イワサキ ケイイチ 1927 昭 2 上嘉鉄 父の影響。島内各地で活躍。親子ラジオで流れる。公民館講座
向　てる子 ムカイ テルコ 1927 昭 2 志戸桶 若い頃から歌遊び、菅沼節枝の相方
河野　榮一朗 コウノ エイイチロウ 1928 昭 3 川嶺 戦後先輩の三味線と唄の影響で
生駒　アサエ イコマ アサエ 1928 昭 3 城久手 幼少より唄者の母親から
盛　スミ モリ スミ 1931 昭 6 上嘉鉄 父母が唄者。結婚後三味線付きで歌う。
西野　イシ子 ニシノ イシコ 1932 昭 7 上嘉鉄 母親が唄者
久倉　ユキ ヒサクラ ユキ 1932 昭 7 佐久手 八月踊りの太鼓の名手
値　モト子 タモツ モトコ 1936 昭 11 上嘉鉄 祖母が唄者、父親が三味線を弾く
岡本　豊子 オカモト トヨコ 1936 昭 11 志戸桶 父方の祖母唄好き。公民館講座から練習




濱田　エツ子 ハマダ エツコ 1939 昭 14 志戸桶 祖母が島唄。菅沼節枝の相方
玉利　トヨ子 タマリ トヨコ 1941 昭 16 上嘉鉄 親子ラジオの思い出、安田教室
永　房枝 ナガイ フサエ 1946 昭 21 白水 安田教室。唄者永志保の母。
卓間　憲江 タクマ ノリエ 1951 昭 26 荒木 両親唄好き。安田民謡教室。公民館講座
富村　チカ子 トミムラ チカコ 1953 昭 28 上嘉鉄 叔父・母て島唄に馴染み。安田民謡教室
富田　勝己 トミタ カツミ 1968 昭 43 佐久手 曾祖父が富田トラガネ。安田民謡教室
武　利奈子 タケ リナコ 1981 昭 56 　 叔母・富田勝己・安田教室
永　志保 ナガイ シホ 1981 昭 56 白水 母や祖父の影響。安田民謡教室
牧岡　奈美 マキオカ ナミ 1983 昭 58 赤連 祖母盛スミの影響。安田民謡教室











































































































































































































































































































































通いだした。最初は地元大笠利 2 区だけであったのが、3 集落へとひろがっ
た。生徒数は、60 人から 70 人程度。子ども達の島唄教室は、当時の奄美
では初のことであったという。
　ただ、山田の逝去により一時途絶えていたものが、その遺志を継ぐかた
ちで息子の山田逸郎氏（1949 〜：昭和 24 〜）（以下敬省略）らによって
1988 年に復活し今日に到っている。毎年、年始め頃に定期発表会を開催




















夜 8 時から 2 時間あまりの教室である。場所は、地元の公民館である。
　最盛期には、子ども達が 60 〜 70 人あまりいたというが、20 〜 30 名程
度に減ってきている（取材：2013.3.9）。現在は、少子高齢化の影響で地元
の子どもの数自体が減少し、一時は存続の危機さえも感じられたという。








が担う。最初は 6 〜 7 名いたという。指導者会には、唄者の対知広夫・中
村武廣（故人）・本田栄雄（1969 〜：昭和 44 〜）・中村端希・別府まりか
らが名をつられていたが、現在（2018.9.8）は対知・本田・別府が担って
いる。またこうした指導者の他に、高校生になった子が準講師の位置づけ



























































































































































（1970 年代前半になる）、集落の 70 代の先輩たちと交流するなかで島唄を























































接に継承してきている。昭和 14 年生の菅沼や昭和 15 年生の対知らは、こ
うした〈生活島唄〉をまだ元気な先達の島唄遊びを聴いて島唄・三味線を
習得できた世代である。菅沼や対知らよりも若い世代の喜界島の生島や笠


































































現代社会学部紀要』第 7 巻第 1 号、pp.29 〜 58 と加藤晴明・寺岡伸
悟（2014）「奄美大島の唄文化と文化メディエーター」『中京大学現代







































現代社会学部紀要』第 7 巻第 1 号、pp.29 〜 58
加藤晴明・寺岡伸悟（2014）「奄美大島の唄文化と文化メディエーター」『中京大学








『中京大学現代社会学部紀要』第 11 巻第 2 号、pp.1 〜 70
加藤晴明（2018b）「奄美島唄という文化生産：島唄の教室化をめぐって（1）」『中
京大学現代社会学部紀要』第 12 巻第 1 号、pp.41 〜 70
【付記】：論考（2018a）の訂正
　加藤晴明（2018）「地域・文化・メディアをめぐる研究方法：文化生産





















学）、研究年：平成 28 年度〜 30 年度、に基づいた研究成果の一部である。
69 （ 69 ）奄美島唄という文化生産：島唄の教室化をめぐって（2）（加藤）
